
                                                    　　　　　　　　　　

飼料用とうもろこしの栽培技術向上による自給飼料安定生産 
飼料用とうもろこしの安定生産に向けた雑草対策改善

（課題番号　１１） 
◆活動年次：令和６年度 
◆対　　象：日高西部支所管内飼料用とうもろこし作付農業者（平取町・日高町３４戸） 
◆目標事項：除草剤土壌処理実施農家（４戸→６戸） 
◆到達度合：除草剤土壌処理実施農家（４戸→６戸）100％ 
 

１　課題の背景 
 
 
 
 
 
 
　  とうもろこしに 
　　　　　　　　　　巻き付くガガイモ 

２　活動の経過 

①ガガイモ対策実証展示ほの設置 

　◇前年にガガイモ発生が見られた、除草剤土壌処理未実施の農家２戸で土壌処
理を実践すると共に実証展示ほを設置 

 
　 　

 　
 
       

 
 

　

　
 　

 

②効果確認調査 

　◇除草剤処理後、生育調査・雑草個体数・雑草重量・生育調査を実施 

 
 
 

 
 
 

 
 
    　↑生育調査時のガガイモ　　　　↑収量調査の子実

 
   ←雑草・とうもろこし生育調査

③農業者への報告提案 

　◇経過・結果を土壌処理新規実施農業者２戸へ報告し、今後の対策を提案 

　　他の西部支所管内農業者６戸にも収量調査時に情報提供を実施

は 種 は ５ 月 下 旬 ﾌﾞﾙｰｼｰﾄで実証区設置

除草剤散布

実証区分 土壌処理 茎葉処理

①実証１ 6月9日 -

②実証２ 6月9日 6月28日

③慣行 6月28日

④無処理 - -

  近年とうも

ろこし畑で、

ガガイモ等の

つる性雑草が

増加

  収穫時や電

気牧柵除去な

どの作業性、

収量性に悪影

響

  既存の除草剤茎葉処理

（生育期散布）に加えて

土壌処理剤（雑草発芽前）

を使用した駆除法を提案

雑草を抑制し、とうもろ

こし安定生産に繋げる



３　活動の成果 

４　残された問題点と今後の対応

①雑草の発生を抑制！ 

◆７月雑草個体数結果（個体/m  ）2

 
 
 

 
 
 

 
 

 　除草剤の土壌処理＋茎葉処理 

　で雑草個体数が大幅減少する 

　ことを確認 

 

◆８月雑草重量結果（g/m  ）2

　土壌処理＋茎葉処理では 

                                                雑草発生はほとんど無し 

②土壌処理＋茎葉処理でとうもろこしの収量は増加！ 

◆収量調査結果：kg/10a ()内は慣行比　◆除草剤代：円/10a 
 

  土壌処理＋茎葉処理は
収量も最も多くなった。
　ただし、除草剤代は慣
行より 2,000 円程度高く
なり労働時間もかかる 

 
 

③農業者の反応 

 
 
 

 
 
 

  　　茎葉処理剤を基本に、ほ場端の雑草繁茂部等に土壌処理剤 

　　を併用する等、侵入・拡大防止方法として普及できる

実証区分 雑草個体数 （うちガガイモ数）

①実証１ 24 7

②実証２ 2 2

③慣行 15 12

④無処理 52 11

実証区分 雑草重量 （うちガガイモ）

①実証１ 1395 23

②実証２ 2 2

③慣行 126 28

④無処理 2351 427

実証区分 除草剤代

①実証１ 1,942

②実証２ 6,352

③慣行 4,410

④無処理 0

・土壌処理と茎葉処理で予想以上に雑草が無くなることが分かった 
・ガガイモが電気牧柵に絡みつくことなく、作業性が上がった 
・今後も土壌処理を継続してやってみたい 
・ただ、コストや環境面から、なるべく除草剤使用量は控えたい

実証区分 生重量 TDN重量

①実証１ 7,983 (99) 1,282 (99)

②実証２ 8,264 (102) 1,344 (104)

③慣行 8,066 (100) 1,295 (100)

④無処理 7,005 (87) 1,197 (92)

  ○より容易な雑草対策検討　　　　　　　→　前年秋のグリホサート剤使用
 ○さらなる自給飼料安定生産に向けて　　→　適正栽植密度等

  

  

  


